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１．農工大MOTの特長
１．技術リスクの最小化を図る人材の育成

２．農工大産学連携実績を基にしたMOT

３．密度の濃い教育と充実したサポートシステム

① 定員/専任教員（Ｓ/T 比）＝２．５
② 完備した eラーニングシステム
③ 都心と小金井の dual campus



Mission



技術経営＋技術リスクマネジメント



２．なぜ 技術リスクマネジメントか？

開発から新規事業創出，市場化に

至る各段階のリスクを理解できる

高度専門職業人が必要

（３）知的資本の

事業化・産業化

企業の発展を目指すには、

リスクに立ち向かい、

利潤追求と技術リスク回避を

バランスよく配慮することが必要

（２）積極的な

攻めの経営

予期せぬ事態に対する

社会的損失･企業損失を防ぐ

（１）社会の

安全・安心の確保



企業戦略R＆Ｒ

企業組織R＆Ｒ 企画・設計 財務 R＆Ｒ

マーケティング R＆Ｒ 研究開発 Ｒ＆Ｒ 知財・標準 R＆Ｒ

ＣＳＲ 企業法務

使用・安全 R＆Ｒ

製造・安全 R＆Ｒ

企業からみたリスクとリワード



３．カリキュラムの特長は？

経営基礎 （５）
技術リスク理解基礎 （３）

基礎科目 （８）

プロジェクト研究

応用科目 （４９）

科目区分 （科目数）

インターンシップ （選択必修）
フィールドスタデイ （選択必修）
ケーススタデイ （必修）
ビジネスプラン （必修）

経営戦略 （１２）
先端産業創出分野 （１５）
技術管理分野 （１３）
知的財産・工業標準 （９）

分野 （科目数）

ケーススタディ 当該企業等の技術経営とリスクマネジメントの実態を調査分析し、
海外同業他社との競合比較を行って、当該企業のあるべき姿をまとめる。

ビジネスプラン 特定の技術または製品のビジネス化を想定して、開発に向けたコアテクノロジー、
開発体制、開発資金、市場性等ビジネス化に伴うリスクと回避策をまとめる。



期待する入学者

①企業経験が数年程度以上の社会人
主に研究開発、製造、技術管理、知的財産管理等に

携わっている技術者

② 官公庁，独立行政法人，コンサルタント会社職員
主に技術経営政策の立案・策定、コンサルタント業務に

携わっている者

③ 学部新卒者、修士修了者
将来、先端技術企業等で技術リスクに関する知見を持ち、

企業経営・管理を目指す者

民間コンサルタントや官公庁等で技術経営政策の専門家を

目指す者



入学者の実績（平成１８年度入学者）

学部
卒
36%

社会人
64%

６０歳代
以上
4%

３０歳代
32%

２０歳代
37%

５０歳代
8%

４０歳代
19%



e-Learning System
Urban campus Down town campus

Professors Students

E-Learning

Learning support sys.

TV lecture Post lecture



６２０時００分―２１時３０分

５１８時１５分―１９時４５分

４

３

２

１

時

限

１４時４５分―１６時１５分

１６時３０分―１８時００分

１０時３０分―１２時００分

１３時００分―１４時３０分

土曜日月曜日～金曜日

開講時間帯



キャンパス・イノベーションセンター

小金井キャンパス

都心と小金井のdual campus

東京農工大学大学院技術経営研究科へのお問合せ
www.tuat.ac.jp/~rmmot/

mailto：rmmot@ml.tuat.ac.jp


